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ははじじめめにに

公益財団法人日本豆類協会では、海外における豆類の生産・流通･消費の状況をはじ
め農業、食料、社会経済等の動向を実地で調査して参考となる情報を収集し、豆類関係
業界の関係者の皆様に提供することを目的として、海外豆類事情調査を実施しています。

年度は、カナダ及びアメリカ合衆国を調査対象国として選定し、日本国内で豆
類事業を展開する生産・流通･輸入・実需の各分野及び公益財団法人日本豆類協会の合
計 名で構成された調査団が、 月 日から 月 日までの日程で現地調査を実施
しました。
カナダ・アメリカは、我が国にとっていんげんを中心とする豆類の主要な輸入相手国

です。特にカナダは、インドに次ぐ世界第 位の豆類生産国で、豆類の輸出量では世界
の 分の を占める世界最大の輸出国となっており、とりわけ小豆では我が国にとっ
て中国と肩を並べる輸入相手国となっています。
こうした状況を踏まえ、豆類の栽培時期に、小豆及びいんげんの生産地を訪問し、そ

の生産、流通、消費及び貿易の状況、豆類の選別調製、品質、検査、保管、輸送等に関
する状況について調査を行うとともに、豆類の品種開発等に関する情報の収集、将来展
望についての意見交換等を実施しました。
この報告書は、今回の調査の詳細をとりまとめたものです。報告書が今後の我が国に

おける豆類産業の発展に寄与することを期待してやみません。
最後に、今回の調査を実施するに当たり現地関係者との日程調整等にご尽力いただい

た雑穀輸入協議会関係者の皆様、並びに現地で我々調査団を温かく迎え入れ、丁寧に対
応して下さいました現地関係者の皆様にこの場を借りて深く感謝申し上げます。

令和 年 月

海外豆類事情調査団
団長 篠原 末治
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調調査査団団員員名名簿簿  

 

 

篠原　末治
（団長）

内藤　豊彦
（副団長）

公益財団法人日本豆類協会 理事長
ホクレン農業協同組合連合会
代表理事会長

日本製餡協同組合連合会 理事長
株式会社内藤製餡 代表取締役

山名　律子
（副団長）

鈴木　宏志

雑穀輸入協議会 理事長
三晶實業株式会社 常務取締役

雑穀輸入協議会 副理事長
カーギルジャパン合同会社 執行役員
東食ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾕﾆｯﾄ営業統括ディレク
ター兼ビジネスデベロップメント部長

城ノ戸　賢治 松村　　健

全国穀物商協同組合連合会 理事
丸市株式会社 取締役会長

ホクレン農業協同組合連合会
農産事業本部農産部 雑穀課長

松尾　元

公益財団法人日本豆類協会 常務理事
（顔写真）

（顔写真）（顔写真）

（顔写真） （顔写真）

（顔写真）（顔写真）
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調調査査日日程程
日 程 場 所 移動手段 訪問先・活動

９月 10 日（日） 羽田
トロント

航空機

ストラトフォー
ド

バス

9 月 11 日（月） ヘンセル バス Hensall Co-op 社訪問
同栽培ほ場
Pulse Canada との意見交換（オンラ
イン）

9 月 12 日（火） ゲルフ バス ゲルフ大学訪問
エローラ試験ほ場

ミネアポリス 航空機
9 月 13 日（水） メノモニー バス Chippewa Valley Bean 社訪問

同栽培ほ場
Woodman’s Market（市場調査）
ウィスコンシン大学訪問

9 月 14 日（木） サクラメント 航空機
メリディアン バス Colusa Produce 社訪問

同栽培ほ場
9 月 15 日（金） サンフランシス

コ
バス Trader Joe’s（市場調査）

9 月 16 日（土） サンフランシス
コ

航空機

9 月 17 日（日） 成田着

調調査査団団員員名名簿簿  

 

 

篠原　末治
（団長）

内藤　豊彦
（副団長）

公益財団法人日本豆類協会 理事長
ホクレン農業協同組合連合会
代表理事会長

日本製餡協同組合連合会 理事長
株式会社内藤製餡 代表取締役

山名　律子
（副団長）

鈴木　宏志

雑穀輸入協議会 理事長
三晶實業株式会社 常務取締役

雑穀輸入協議会 副理事長
カーギルジャパン合同会社 執行役員
東食ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾕﾆｯﾄ営業統括ディレク
ター兼ビジネスデベロップメント部長

城ノ戸　賢治 松村　　健

全国穀物商協同組合連合会 理事
丸市株式会社 取締役会長

ホクレン農業協同組合連合会
農産事業本部農産部 雑穀課長

松尾　元

公益財団法人日本豆類協会 常務理事
（顔写真）

（顔写真）（顔写真）

（顔写真） （顔写真）

（顔写真）（顔写真）
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ⅠⅠ カカナナダダ・・アアメメリリカカ合合衆衆国国のの農農業業及及びび豆豆類類生生産産・・流流通通・・消消費費のの概概要要

ⅠⅠ－－11 カカナナダダ

１１ 一一般般概概況況
面積： 万平方キロメートル（ロシアに次ぐ世界第 位、日本の約 倍）
人口：約 万人（ 年カナダ統計局推計）
首都：オタワ
言語：英語、フランス語が公用語

宗教：国民の半数以上（ ％）がキリスト教徒（約 ％がローマ・カトリッ
ク）、約 割（ ％）が無宗教（ 年カナダ統計局）

○ カナダの基礎的経済指標
人当たり 万 米ドル（ 年）

項目 単位 年 年 年
実質 成長率 （％） △ 5.1
消費者物価上昇率 （％）
失業率 （％）
経常収支 （ 万カナダ・ドル） △ 47,578 △ 6,749 △ 9,105

２２ 農農業業のの概概観観
広大な国土を有するものの、そのほとんどが森林、湖沼、山岳等であり、国土に占

める農用地面積の割合はわずか ％である。また、北部は寒冷な気候で農業生産に
適していない。それでも、米国との国境付近を中心に６万 近くの農用地を有して
いる。

小麦、大麦、トウモロコシ等の穀物、菜種のほか、畜産物の生産が盛んであり、特
に菜種は世界第１位の生産量である（ 年）。
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○ カナダにおける主要農産物の生産状況 （単位：万トン）
カナダ 日本

小麦
菜種
トウモロコシ
大麦
大豆
ばれいしょ
生 乳（牛）
資料： 統計

○ 農産物貿易上位５品目 年 ＜輸出＞ （単位：百万 ドル、％）
品目名 輸出額 シェア

小 麦
菜 種
菜種油
ペストリー
豚 肉

総 額
資料： 統計 注：林・水産物を除く。

○ 農林水産物貿易上位５品目（ 年）＜輸入＞ カナダ→日本
（単位：百万 ドル、％）

品目名 輸入額 シェア
菜 種
豚 肉
製 材
小 麦
牛 肉

総 額
資料：財務省貿易統計

ⅠⅠ カカナナダダ・・アアメメリリカカ合合衆衆国国のの農農業業及及びび豆豆類類生生産産・・流流通通・・消消費費のの概概要要

ⅠⅠ－－11 カカナナダダ

１１ 一一般般概概況況
面積： 万平方キロメートル（ロシアに次ぐ世界第 位、日本の約 倍）
人口：約 万人（ 年カナダ統計局推計）
首都：オタワ
言語：英語、フランス語が公用語

宗教：国民の半数以上（ ％）がキリスト教徒（約 ％がローマ・カトリッ
ク）、約 割（ ％）が無宗教（ 年カナダ統計局）

○ カナダの基礎的経済指標
人当たり 万 米ドル（ 年）

項目 単位 年 年 年
実質 成長率 （％） △ 5.1
消費者物価上昇率 （％）
失業率 （％）
経常収支 （ 万カナダ・ドル） △ 47,578 △ 6,749 △ 9,105

２２ 農農業業のの概概観観
広大な国土を有するものの、そのほとんどが森林、湖沼、山岳等であり、国土に占

める農用地面積の割合はわずか ％である。また、北部は寒冷な気候で農業生産に
適していない。それでも、米国との国境付近を中心に６万 近くの農用地を有して
いる。

小麦、大麦、トウモロコシ等の穀物、菜種のほか、畜産物の生産が盛んであり、特
に菜種は世界第１位の生産量である（ 年）。
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３３ 豆豆類類生生産産のの概概要要
カナダで生産されている豆類の代表的なものは、えんどう、ひらまめ（レンズま

め）、いんげん、ひよこまめの 種類である。これら豆類の生産量合計は 年か
ら 年の カ年平均で約 万トンであったが、 年は単収の低下により約

万トンと見込まれている。
生産地を州別にみると、えんどう、ひらまめ、ひよこまめはサスカチュワン州と

アルバータ州、いんげんはマニトバ州、オンタリオ州、アルバータ州でそれぞれ主
に生産されている。

○ カナダで生産されている豆類

（出典） ULSE CANADA ‘Canadian Bean Industry’ (Sept 11, 2023)
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○ カナダにおける豆類の収穫面積・生産量の推移

収 穫 面
積

えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ
豆類計
世界順位 位 位 位 位 位 ―

生産量 えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ
豆類計
世界順位 位 位 位 位 位 ―

（出典）カナダ農務・農産食品省 及
び世界順位は 統計資料（ ）により作成
（注） ：予測値

４４ 豆豆類類輸輸出出入入のの状状況況
カナダ産の豆類全体の輸出量は世界第一位となっており、種類別でもえんどう、ひ

らまめの世界最大の輸出国である。
（ ）えんどう

作物年度のえんどうの輸出量は、アメリカの需要が低下したにもかかわ
らず中国、バングラデシュへの輸出が増加しており、前作物年度に比べて大幅に増加
した。 作物年度の輸出量は 万トンに減少する予測であり、引き続き
中国、バングラデシュ、アメリカが上位を占めている。

（ ）ひらまめ
ひらまめの 作物年度の輸出量は、前作物年度から ％増加し 万

千トンの見込みであり、このうち 万トンが赤色ひらまめ、 万トンが緑色ひら
まめである。主要な輸出市場は、インド、トルコ、アラブ首長国連邦である。
作物年度の輸出量は減少して 万トンと予測されている。

（ ）いんげん
いんげんの 作物年度の輸出量は、前作物年度に比べて増加して 万

千トンの見込みである。アメリカ、イギリスが上位であり、次いで、日本、アンゴラ、
メキシコに輸出されている。 作物年度の輸出量は減少すると予測されて

３３ 豆豆類類生生産産のの概概要要
カナダで生産されている豆類の代表的なものは、えんどう、ひらまめ（レンズま

め）、いんげん、ひよこまめの 種類である。これら豆類の生産量合計は 年か
ら 年の カ年平均で約 万トンであったが、 年は単収の低下により約

万トンと見込まれている。
生産地を州別にみると、えんどう、ひらまめ、ひよこまめはサスカチュワン州と

アルバータ州、いんげんはマニトバ州、オンタリオ州、アルバータ州でそれぞれ主
に生産されている。

○ カナダで生産されている豆類

（出典） ULSE CANADA ‘Canadian Bean Industry’ (Sept 11, 2023)
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いる。
（ ）ひよこまめ

ひよこまめの 作物年度の輸出量は、前作物年度に比べて増加し過去最
高記録の 万 千トンとなった。アメリカ、イギリス、トルコの需要が過去最高で
あったことがその要因である。 作物年度の輸出量は、大幅な減少が予測
されている。

以上のほか小豆を含めて、日本はカナダ・アメリカから主に輸入している。

○ カナダの豆類の輸出入の推移

輸入量 えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ

輸出量 えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ
豆類計
世界順位 位 位 位 位 位 ―

（出典）カナダ農務・農産食品省 及
び世界順位は 統計資料（ ）により作成
（注） ：予測値
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○ カナダ産いんげんの輸出状況（輸出先上位 カ国）

（出典） ULSE CANADA ‘Canadian Bean Industry’ (Sept 11, 2023)

○ 品別国別輸入通関実績（ 豆年度（ ～ ））

（出典）財務省貿易統計

５５ 豆豆類類消消費費のの状状況況
の統計によれば、カナダにおける豆類の 人当たり消費量は 年には

、日本の約 倍となっている。
年 月にカナダ保健省が発表したフードガイドでは、タンパク源としてひら

まめ、いんげん（ ）、ひよこまめを用いたレシピが紹介されてい
る。

○ 豆類の１人当たり消費量の推移 （単位： 年）

カナダ
日 本

（資料） 統計資料（ ）により作成

いる。
（ ）ひよこまめ

ひよこまめの 作物年度の輸出量は、前作物年度に比べて増加し過去最
高記録の 万 千トンとなった。アメリカ、イギリス、トルコの需要が過去最高で
あったことがその要因である。 作物年度の輸出量は、大幅な減少が予測
されている。

以上のほか小豆を含めて、日本はカナダ・アメリカから主に輸入している。

○ カナダの豆類の輸出入の推移

輸入量 えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ

輸出量 えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ
豆類計
世界順位 位 位 位 位 位 ―

（出典）カナダ農務・農産食品省 及
び世界順位は 統計資料（ ）により作成
（注） ：予測値
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○ 主な国における豆類の１人当たり消費量の比較（ 年） （単位： 年）
アルゼ
ンチン

豪州 ブ ラ
ジル

カ ナ
ダ

中国 イ ン
ド

イ タ
リア

日本 英国 米国 世界

（資料） 統計資料（ ）により作成
（参考） ）１人当たりの消費量が最も多い国はニジェール（ ）

）落花生や大豆などは油糧作物に分類され、豆類には含まれない。カナダに
おける油糧作物の 人当たり消費量は 年、日本は 年（
年）。

○ カナダ保健省フードガイド（ ）



Ⅰ―２ アメリカ合衆国 

１ 一般概況 

面積：983.3 万平方キロメートル（日本の約 26 倍） 

人口：約 3 億 3,200 万人（2021 年 7 月米統計局推計） 

首都：ワシントン D.C. 

言語：主として英語（法律上の定めはない） 

宗教：信教の自由を憲法で保障、主にキリスト教 

 

○ 米国の基礎的経済指標 

1 人当たり GDP7 万 6,399 米ドル（2022 年） 

項目 単位 2020 年 2021 年 2022 年 

実質 GDP 成長率 （％） △ 2.8 5.9 2.1 

消費者物価上昇率 （％） 1.2 4.7 8.0 

失業率 （％） 8.1 5.3 3.6 

経常収支 （100 万米ドル） △ 597,140 △ 831,445 △ 971,595 

 

 

○ ドル為替相場（課税価格の円換算レート）の推移 

単位：円 

2009 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

93.5  105.2  121.0  109.0  112.3  110.5  109.1  107.0  109.4  130.7  140.1  

資料：財務省貿易統計 

 

 

２ 農業の概観 

世界有数の農業大国で、トウモロコシ、大豆、小麦のほか、畜産物の生産が盛ん。

トウモロコシは世界第１位の生産量で世界全体の生産量の約３割弱を占める。また、

牛肉、鶏肉は世界第１位の生産量で、世界全体の生産量の２割弱を占める（2020 年）。 

アイオワ州、イリノイ州を中心とする中央平原北部では、トウモロコシや大豆、ノ

ースダコタ州、カンザス州等では小麦、テキサス州を中心とする南部では牛肉の生産

が盛んである。カリフォルニア州も野菜・果実や酪農等の大生産州である。 
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○ アメリカにおける主要農産物の生産状況 （単位：万トン）
米国 日本

トウモロコシ
大豆
小麦
生 乳（牛）
鶏肉
豚肉
牛肉
資料： 統計

○ 農産物貿易上位５品目 年 ＜輸出＞ （単位：億 ドル、％）
品目名 輸出額 シェア

大 豆
トウモロコシ
調製食料品
小 麦
牛 肉

総 額
資料： 統計 注：林・水産物を除く。

○ 農林水産物貿易上位５品目（ 年）＜輸入＞ 米国→日本
（単位：百万 ドル、％）

品目名 輸入額 シェア
トウモロコシ
牛 肉
大 豆
豚 肉
生鮮・乾燥果実
（ｽｲｰﾄｱｰﾓﾝﾄﾞ 殻無し 等）

総 額
資料：財務省貿易統計
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３３ 豆豆類類生生産産のの概概要要
の統計によると、 年の世界の豆類の生産に占める米国の地位は、収穫面

積では 位、生産量では 位となっている。種類別の生産量では、えんどうが
位、いんげんが 位（単収は 位）となっている。
いんげんの主な生産地は、ノースダコタ州、ミネソタ州、ミシガン州、ネブラスカ

州であり、この 州で全米の約 割を占めている。いんげんの銘柄のうち、今回視
察したベビーライマはカリフォルニア州、ダークレッドキドニーはミネソタ州が主
産地である。

○ アメリカにおける主要農産物の生産状況 （単位：万トン）
米国 日本

トウモロコシ
大豆
小麦
生 乳（牛）
鶏肉
豚肉
牛肉
資料： 統計

○ 農産物貿易上位５品目 年 ＜輸出＞ （単位：億 ドル、％）
品目名 輸出額 シェア

大 豆
トウモロコシ
調製食料品
小 麦
牛 肉

総 額
資料： 統計 注：林・水産物を除く。

○ 農林水産物貿易上位５品目（ 年）＜輸入＞ 米国→日本
（単位：百万 ドル、％）

品目名 輸入額 シェア
トウモロコシ
牛 肉
大 豆
豚 肉
生鮮・乾燥果実
（ｽｲｰﾄｱｰﾓﾝﾄﾞ 殻無し 等）

総 額
資料：財務省貿易統計
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○ アメリカにおける豆類の収穫面積・生産量の推移

収 穫 面
積

えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ
豆類計 ―
世界順位 位 位 位 位 位 ―

生産量 えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ
豆類計 ―
世界順位 位 位 位 位 位 ―

（出典）米国農務省・農業統計委員会・米国農業統計局 及び 統計資料（
）により作成

（注） ：予測値

○ 米国州別のいんげんの収穫面積、単収、生産量

州
収穫面積 単収 生産量

カリフォルニア

コロラド
アイダホ
ミシガン
ミネソタ
ネブラスカ
ノースダコタ
ワシントン
ワイオミング
合 計

（出典）米国農務省・農業統計委員会・米国農業統計局
（注） ：予測値
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４４ 豆豆類類輸輸出出入入のの状状況況
アメリカ産の豆類全体の輸出量は、カナダ、オーストラリア、ミャンマー、ロシア、

トルコに次いで世界第 位（ 年）となっており、なかでもいんげんは 位、え
んどうは 位である。

いんげんの輸出先国の上位には、メキシコ、カナダ、イタリア、ドミニカ共和国、
イギリスがランクされる。

○ アメリカの豆類の輸出入の推移

輸 入 量 えんどう 146 322 236 119 292 340
ひらまめ 30 75 68 72 73 86
いんげん 135 146 140 209 192 199
ひよこまめ 27 66 43 60 68 68

輸 出 量 えんどう 441 259 290 510 375 253
ひらまめ 211 134 262 329 202 174
いんげん 453 438 452 445 421 347
ひよこまめ 54 87 155 157 116 67
豆類計 1,171 941 1,172 1,461 1,138 865
世界順位 位 位 位 位 位 位

（出典）米国農務省・農業統計委員会・米国農業統計局 及び 統計資料（
）により作成

５５ 豆豆類類消消費費のの状状況況
の統計によれば、アメリカにおける豆類の 人当たり消費量は 年には
、日本の約 倍となっている。

米国農務省（ ）と米国保健福祉省（ ）が 年 月に公表した「米
国人のための食生活指針 （ Guidelines for Americans 2020‐2025）」では、
健康的な食生活様式を構成するコア要素のなかで、タンパク質食品として、赤身の
肉、鶏肉、卵、魚介類、ナッツ、種子、大豆製品とともに、いんげん、えんどう、ひ
らまめが位置付けられている。

○ アメリカにおける豆類の収穫面積・生産量の推移

収 穫 面
積

えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ
豆類計 ―
世界順位 位 位 位 位 位 ―

生産量 えんどう
ひらまめ
いんげん
ひよこまめ
豆類計 ―
世界順位 位 位 位 位 位 ―

（出典）米国農務省・農業統計委員会・米国農業統計局 及び 統計資料（
）により作成

（注） ：予測値

○ 米国州別のいんげんの収穫面積、単収、生産量

州
収穫面積 単収 生産量

カリフォルニア

コロラド
アイダホ
ミシガン
ミネソタ
ネブラスカ
ノースダコタ
ワシントン
ワイオミング
合 計

（出典）米国農務省・農業統計委員会・米国農業統計局
（注） ：予測値
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○ 豆類の１人当たり消費量の推移 （単位： 年）

米 国
日 本

（資料） 統計資料（ ）により作成
（参考）落花生や大豆などは油糧作物に分類され、豆類には含まれない。アメリカにお

ける油糧作物の 人当たり消費量は 年、日本は 年（ 年）。

○ 米国人のための食生活指針 （Dietary Guidelines for Americans 2020‐2025）
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ⅡⅡ 主主なな訪訪問問先先ででのの調調査査概概要要

99月月 1111 日日（（月月））
１１ ヘヘンンセセルル
（ ）訪問場所 Hensall Co-op 事務所
（ ）訪問時間 ～
（ ）先方対応者 氏（ ）、 氏（ ）、

氏 （ ）、 氏（担当）
（ ）概要

ヘンセルは 年に設立、現
時点の組合員数は、 名以上
である。現在事業所を置いてい
る地域は、カナダのオンタリオ
州の他、マニトバ州で、全カナダ
で総計 箇所に穀物エレベータ
ー、選別工場、倉庫やエネルギー
プラントなどの事業設備があ
る。年間売上高は約 億円、
カナダでは 番目の規模、オン
タリオ州では一番大きい規模を
誇る。

ヘンセルの正式名称は、
であり、組織体としては農

業に関する「協同組合」である。日
本の農業協同組合とは、異なるカ
テゴリーや制度のもと運営されて
いる。日本の農業協同組合のよう
に、国による直接の関与はない。
あくまで、組織運営の方法と呼称
が「協同組合」たる所以である。
ヘンセルは、設立当時は

という名称で、地域性を重視していたが、 年に経営方針の転換
を行い、会社の名称も現在の に変わり、取り扱う地域もオンタリオ
州のみならずカナダの他州や米国まで広がった。

ヘンセルには、職業や居住地にかかわらず一定の審査を経て誰でも加入するこ
とができる。例えば、投資目的で加入することも認められる加入方法である。ただ、

ヘンセル社で冒頭挨拶をする篠原団長

写真右から Chandler 氏、Grabham 氏、Cronin
氏

○ 豆類の１人当たり消費量の推移 （単位： 年）

米 国
日 本

（資料） 統計資料（ ）により作成
（参考）落花生や大豆などは油糧作物に分類され、豆類には含まれない。アメリカにお

ける油糧作物の 人当たり消費量は 年、日本は 年（ 年）。

○ 米国人のための食生活指針 （Dietary Guidelines for Americans 2020‐2025）
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ヘンセルの主たる事業はあくま
で農産物取り扱いであり、生み出
される利益の再投資先は、基本的
に組合員が多い地域の農産物取
り扱い振興に振り向けられる。そ
の意味ではやはり地域の農産物
に関連する職業の方が、組合員と
してより利益を享受できるとい
うことになる。ヘンセルの顧客
は、 カ国以上で、農産物の輸
出はもとより、ロジステックに関
わる関係会社を通じて、運輸サー
ビスも提供している。ヘンセルの事業は、飼料、畑作農産品（小麦、トウモロコシ、
豆類）、エネルギー（主に農業で利用する燃料）、運輸（関係会社）、農産物売買と関
連する資材の販売で構成される。

オンタリオ地域における豆類は、輪作体系の重要作物であるが、近年生産者は大
豆（遺伝子組換え品）の生産に傾倒
している。食品用大豆のうち ％
が遺伝子組換え大豆で、 ％は非遺
伝子組換え品であり、遺伝子組換え
大豆と非遺伝子組換え大豆の単位
面積当たりの収量の差は ％程で
ある。

もちろん、非遺伝子組換え大豆
の方が取引価格は高いが、遺伝子組
換え大豆は作業効率が良く、生産者
にとっては多少の価格差があって
も、作業効率などを含めたメリットがある。そして何よりも、遺伝子組換え大豆（あ
るいはその他の遺伝子組換え作物）を作付けする場合、輪作体系をほとんど考慮す
る必要がない。

北米地域において、大豆を除くその他豆類に関しては、いずれも穀物としてはニ
ッチであるため、現時点では全てが非遺伝子組換え大豆となっている。ヘンセルで
のその他の取り扱い豆類は、ダークレッドキドニー、グレートノーザンビーンズ、
ピントビーンズ、ネイビービーンズなどで、仕向地は、カナダ、アメリカのほかヨ
ーロッパや中東などである。アジアのように豆を甘くして食べる文化はなく、主な
用途は、当然のことながら製菓用ではなく、主食、あるいはいわゆる惣菜用となっ
ている。

貯蔵施設の視察

貯蔵施設の視察
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小豆と大手亡については、 年代より日本向けに特化したビジネスとして続
けられている。最盛期は、小豆で トン、大手亡では トンを超える生
産量があったが、近年は、北米の他の農産物の価格上昇や日本の消費や輸入枠の関
係もあり、小豆で トン、大手亡も トン程度の生産量となっている。

なお、北米地域において小豆の専用選別ラインを保有している選別工場は、ヘン
セルのみである。北米地域の他の工場においては、いんげんやえんどうなどと共用
の選別を行っている。

現在、北米地域での遺伝子組換え大豆やトウモロコシは、一頃よりは価格が落ち
着いたとはいえ高値堅調が続いており、依然として生産者から人気作物である。そ
のため、大豆やとうもろこしの価格は、その他の豆類の価格や作付面積にも影響を
及ぼしている。特に、小豆や大手亡に関しては、その影響をダイレクトに受けてお
り、生産者の生産意欲を維持するために、ヘンセルは生産者に対してプロモーショ
ン等を行い、作付面積の確保に注力している。

ヘンセルとの意見交換の後、広大な敷地に配置されている流通関連施設を視察
した。いずれもセキュリティが厳しく施設内部の写真撮影は断られた。

なお、小豆の選別施設は機械・設備の更新に伴って工事中であった。

ヘンセルの主たる事業はあくま
で農産物取り扱いであり、生み出
される利益の再投資先は、基本的
に組合員が多い地域の農産物取
り扱い振興に振り向けられる。そ
の意味ではやはり地域の農産物
に関連する職業の方が、組合員と
してより利益を享受できるとい
うことになる。ヘンセルの顧客
は、 カ国以上で、農産物の輸
出はもとより、ロジステックに関
わる関係会社を通じて、運輸サー
ビスも提供している。ヘンセルの事業は、飼料、畑作農産品（小麦、トウモロコシ、
豆類）、エネルギー（主に農業で利用する燃料）、運輸（関係会社）、農産物売買と関
連する資材の販売で構成される。

オンタリオ地域における豆類は、輪作体系の重要作物であるが、近年生産者は大
豆（遺伝子組換え品）の生産に傾倒
している。食品用大豆のうち ％
が遺伝子組換え大豆で、 ％は非遺
伝子組換え品であり、遺伝子組換え
大豆と非遺伝子組換え大豆の単位
面積当たりの収量の差は ％程で
ある。

もちろん、非遺伝子組換え大豆
の方が取引価格は高いが、遺伝子組
換え大豆は作業効率が良く、生産者
にとっては多少の価格差があって
も、作業効率などを含めたメリットがある。そして何よりも、遺伝子組換え大豆（あ
るいはその他の遺伝子組換え作物）を作付けする場合、輪作体系をほとんど考慮す
る必要がない。

北米地域において、大豆を除くその他豆類に関しては、いずれも穀物としてはニ
ッチであるため、現時点では全てが非遺伝子組換え大豆となっている。ヘンセルで
のその他の取り扱い豆類は、ダークレッドキドニー、グレートノーザンビーンズ、
ピントビーンズ、ネイビービーンズなどで、仕向地は、カナダ、アメリカのほかヨ
ーロッパや中東などである。アジアのように豆を甘くして食べる文化はなく、主な
用途は、当然のことながら製菓用ではなく、主食、あるいはいわゆる惣菜用となっ
ている。

貯蔵施設の視察

貯蔵施設の視察
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２２ ヘヘンンセセルル郊郊外外のの小小豆豆及及びび手手亡亡栽栽培培ほほ場場
訪問場所 ほか
訪問時間 ① ～ 、② ～
先方参加者 ： 氏（ ）、 氏（ ）、
概要
①① 小小豆豆（（エエリリモモ種種））

では、昼食を兼ねて視察した。農場主の 氏は豆類のほか
に肉牛を約 頭肥育しており、そのほとんどが増体の速い雄牛であった。
小豆栽培の詳細は以下のとおり。
面積 約
畝幅 、 株間 、株立本数 本 ａ
播種日 ５月１７日（平年より早い）
本年の作柄は、夏場の高温により良好で、平年作は 程度だが、本
年は 近くが期待できるとのことであった。

刈幅 40フィートのコンバイン 刈取装置を外したコンバイン

収穫直前の小豆 小豆ほ場の視察
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その他
日本と異なり、培土を行わない栽培と

なっていた。その分、除草管理に手間は
掛かっている模様であり、コンバイン収
穫前に地上部を枯死させるために枯凋
剤（乾燥剤）を散布しているとのことで
あった。

２２ ヘヘンンセセルル郊郊外外のの小小豆豆及及びび手手亡亡栽栽培培ほほ場場
訪問場所 ほか
訪問時間 ① ～ 、② ～
先方参加者 ： 氏（ ）、 氏（ ）、
概要
①① 小小豆豆（（エエリリモモ種種））

では、昼食を兼ねて視察した。農場主の 氏は豆類のほか
に肉牛を約 頭肥育しており、そのほとんどが増体の速い雄牛であった。
小豆栽培の詳細は以下のとおり。
面積 約
畝幅 、 株間 、株立本数 本 ａ
播種日 ５月１７日（平年より早い）
本年の作柄は、夏場の高温により良好で、平年作は 程度だが、本
年は 近くが期待できるとのことであった。

刈幅 40フィートのコンバイン 刈取装置を外したコンバイン

収穫直前の小豆 小豆ほ場の視察
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②② 大大手手亡亡（（姫姫手手亡亡））
面積
畝幅 、 株間 不明
播種日 ６月９日
本年の作柄
５・６月は干ばつのため、播種を深く実

施していた。その後、局地的な豪雨により
浸水した部分があった。生育は例年より
早く作は進んでいるが、収量は湿害の部
分がどの程度まで影響が出るかは不明と
のことであった。

③③ 考考察察・・所所感感
日本と異なり、培土を行わない栽培と

なっていた（除草管理に手間は掛かって
いる模様）。
播種機は真空播種機を使用したドリル播きであり、効率よく植え付けができて

いる。
作物ローテーションは、とうもろこし⇒豆類⇒小麦となっており、根菜が無い。

ともろこしを播種していることにより豆の作付が可能となっている（土壌が膨軟
化し、排水・保水性が高まること等）
広大な農地での作付であることと、豆類においては大豆の作付が大半を占める

ことから、同じほ場での小豆連作は回避されているものと推察するが、いずれ病
害（落葉病等）発生による収量低下が懸念される。
また、遺伝子組換え大豆が高騰しており、雑豆の作付には価格の維持・上昇が

必要と考えられるとともに、日本における小豆と大豆の作付競合と類似した状況
が窺えた。

いんげんほ場

いんげんほ場にて 姫手亡
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３３ PPuullssee  CCaannaaddaa ととのの懇懇談談（（ビビデデオオ面面談談、、詳詳細細はは付付属属資資料料））
開催場所 事務所内
懇談時間 ～
先方対応者 氏 、 氏（ ）
概要

氏及び 氏から以下のとおり説明があった。
① パルス・カナダの組織概要

パルス・カナダは、国や地方政府から
も一部出資を受けている、カナダの豆類
（えんどう、ひらまめ、ひよこまめ）の
生産者、貿易業者、加工業者を代表する
全国団体である。パルス・カナダ自体は、
非営利団体で、カナダの つの州の豆類
生産者組織とカナダ豆類・特別作物貿易
協会 を代表する理事会によって
運営されている。

② パルス・カナダの事業目的
パルス・カナダの事業は以下の二つに大別される。

・ 豆類の流通効率を高める
カナダで生産された豆類が、国内外を問わずスムーズに流通するためのサポ

ートを行う。そのために生じた問題を中立的に解決する役割を担っている。
・ 豆類の消費拡大

豆類の持つ健康へのメリットについてマーケティングを通して、食品業界へ
プロモーションを行い、豆類消費の機会を広める。

③ プレゼンテーション内容
豆類の需給
カナダの豆類生産量は、近年は年間約 万トンである。うち、えんどう

類が ％（多くは飼料用）、ひらまめが ％、いんげん等が ％、ひよこま
めが ％となっている。えんどう類にはイエロー、グリーンピースなどが、ひ
らまめにはグリーンとレッド、ひよこまめにはガルバンゾーやデシ、いんげ
ん類にはネイビー、レッドキドニー、クランベリー、ピント、ブラックなど
がカテゴリーとして仕分けられている。

特にいんげん類（パルス・カナダの表現としては ）は、近年
万トン前後の生産量（ 万トンのうちの ％程度）となっており、そのうち
カナダ国外への輸出向けは約 万トンである。輸出先は、米国 ％、英国

オンラインによる説明

②② 大大手手亡亡（（姫姫手手亡亡））
面積
畝幅 、 株間 不明
播種日 ６月９日
本年の作柄
５・６月は干ばつのため、播種を深く実

施していた。その後、局地的な豪雨により
浸水した部分があった。生育は例年より
早く作は進んでいるが、収量は湿害の部
分がどの程度まで影響が出るかは不明と
のことであった。

③③ 考考察察・・所所感感
日本と異なり、培土を行わない栽培と

なっていた（除草管理に手間は掛かって
いる模様）。
播種機は真空播種機を使用したドリル播きであり、効率よく植え付けができて

いる。
作物ローテーションは、とうもろこし⇒豆類⇒小麦となっており、根菜が無い。

ともろこしを播種していることにより豆の作付が可能となっている（土壌が膨軟
化し、排水・保水性が高まること等）
広大な農地での作付であることと、豆類においては大豆の作付が大半を占める

ことから、同じほ場での小豆連作は回避されているものと推察するが、いずれ病
害（落葉病等）発生による収量低下が懸念される。
また、遺伝子組換え大豆が高騰しており、雑豆の作付には価格の維持・上昇が

必要と考えられるとともに、日本における小豆と大豆の作付競合と類似した状況
が窺えた。

いんげんほ場

いんげんほ場にて 姫手亡
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％、イタリア ％、日本 ％、アンゴラ ％、その他、となっている。アン
ゴラ向けの輸出に関してはそのほとんどが政府開発援助と思われる。

いんげん類のカナダ国内消費に関しては、コロナ前が年間 トン程
度ではあったものの、 年には トン近くの消費量に増加し、多少
の増減はあるものの現在に至っている。また、カナダのいんげん類消費場所
として、人口に比例しているのか トンのうち約半分近くがオンタリオ
州での消費である。

消費者に対しいんげん類の認知度及び購買実績を調査したところ、 ヶ月
以内に購入したと回答した割合が高い順に、ダークレッドキドニー ％、ラ
イトレッドキドニー ％、ブラックビーン ％、ホワイトキドニー、ピント
と続き、わずかながら小豆 ％も含まれている。ちなみに、カナダでは小豆は

（いんげん）類にカテゴリーされている。
いんげん類の使用（調理）方法に関しては、調理頻度の多い順に、スープ、

チリ、煮豆、サラダ等と並びどれも調理頻度自体は年々減少の傾向にあるも
のの、スムージー等への利用など新しい使用形態も認められる。

他の食品のいんげん類への置き換えに関して、肉、レンティル豆、ひよこ
まめ、米、野菜、パスタ、大豆などと続き、消費者は比較的積極的にいんげ
ん類を摂取する傾向にあると言える。ひらまめやひよこまめからの置き換え
が進んでいることも注目に値する。

）豆類（いんげん類）の多様化戦略
カナダ産いんげん類は圧倒的に輸出が多く、国内消費も喚起したいと考え

ている。理想としては 年ころまでに、年間 トン以上（現在
トンのところ）の消費を目指す。
カナダの消費者の ％が、一週間に カップの豆を消費すると、単純に

年間 トンになる。つまり、現時点ではその半分にも達していないと
いうことである。ポイントとしては次のとおりである。
・新しい消費の方法
・外食業界での利用
・新しい製品の開発
そのためのアプローチとして以下の方法を設定している。

・消費動向に関する情報収集
・真の消費者（実際に食べる人）の意見を掘り起こす
・真の消費者に訴えるマーケティング
・まだ豆類を購入していない消費者への訴えかけ
・効果的な広告チャネルを通じたダイレクトマーケティング
・他の商品などとのコラボレーション
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パルス・カナダは、これまで「 」と銘打った以
下のようなキャンペーンを展開してきている。
・豆を再度流行させる仕掛けづくり
・ の利用（ 万件以上のコメントを得た）
・エンゲージメント率（消費者との結びつき指数）の改善 ％
・インフルエンサーと 万人以上の消費者との結びつきを実現
・ウェブサイト訪問者の ％以上が「いいね・共感」を表明
このような取組に対してカナダの消費者の考え方の変化が見られてきて

いる。
・ 年以降、豆類に対するイメージの改善が見られ、多くの消費者に

キャンペーンが認知された。
・また、既存の消費者の減少がある反面、今まであまり豆を購入してこな
かった消費者層の購入増加が見られ
た。

・その結果、市場成長の鍵は、スナ
ック菓子や社交の場（外食やパーテ
ィー）に関連する商品提供や新しい
商品や食べ方が歓迎される傾向にあ
ることが示唆された。
以上を踏まえ、今後、国内消費拡大

を実現するためには、
・カナダでの付加価値の高い豆加工品の開発や従来からある乾燥豆や缶詰
の新しい利用方法の開発

・需要にマッチした原料豆の開発が重要であり、
そのための具体的な手法として、メーカーと共同して、新しい製品の開

発に協力するとともに、豆類関連業者と共働やメーカーのマーケティング
をサポートしていくことが肝要である。
また、豆類業界成長のシナリオとしては、

・えんどう類のおよそ半分は、スナック等の付加価値商品の原料となって
いること

・カナダ産ひらまめの ％は北米内で消費されていること
・カナダ産のそら豆の ％は、北米とアジアで消費されていること
・カナダ国内向けいんげん類の消費 トン以上を目指すこと

などの事実を踏まえて、北米、 ・英国、東南アジアの地域において、例え
ばペットフード市場や飼料原料などを含め、 年頃までに新たな市場開拓
を行う考えである。

Curran 氏と Der 氏

％、イタリア ％、日本 ％、アンゴラ ％、その他、となっている。アン
ゴラ向けの輸出に関してはそのほとんどが政府開発援助と思われる。

いんげん類のカナダ国内消費に関しては、コロナ前が年間 トン程
度ではあったものの、 年には トン近くの消費量に増加し、多少
の増減はあるものの現在に至っている。また、カナダのいんげん類消費場所
として、人口に比例しているのか トンのうち約半分近くがオンタリオ
州での消費である。

消費者に対しいんげん類の認知度及び購買実績を調査したところ、 ヶ月
以内に購入したと回答した割合が高い順に、ダークレッドキドニー ％、ラ
イトレッドキドニー ％、ブラックビーン ％、ホワイトキドニー、ピント
と続き、わずかながら小豆 ％も含まれている。ちなみに、カナダでは小豆は

（いんげん）類にカテゴリーされている。
いんげん類の使用（調理）方法に関しては、調理頻度の多い順に、スープ、

チリ、煮豆、サラダ等と並びどれも調理頻度自体は年々減少の傾向にあるも
のの、スムージー等への利用など新しい使用形態も認められる。

他の食品のいんげん類への置き換えに関して、肉、レンティル豆、ひよこ
まめ、米、野菜、パスタ、大豆などと続き、消費者は比較的積極的にいんげ
ん類を摂取する傾向にあると言える。ひらまめやひよこまめからの置き換え
が進んでいることも注目に値する。

）豆類（いんげん類）の多様化戦略
カナダ産いんげん類は圧倒的に輸出が多く、国内消費も喚起したいと考え

ている。理想としては 年ころまでに、年間 トン以上（現在
トンのところ）の消費を目指す。
カナダの消費者の ％が、一週間に カップの豆を消費すると、単純に

年間 トンになる。つまり、現時点ではその半分にも達していないと
いうことである。ポイントとしては次のとおりである。
・新しい消費の方法
・外食業界での利用
・新しい製品の開発
そのためのアプローチとして以下の方法を設定している。

・消費動向に関する情報収集
・真の消費者（実際に食べる人）の意見を掘り起こす
・真の消費者に訴えるマーケティング
・まだ豆類を購入していない消費者への訴えかけ
・効果的な広告チャネルを通じたダイレクトマーケティング
・他の商品などとのコラボレーション
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）北米における現状（豆類の使われ方）
以下は参考情報としての記録にとどめる。

〇 従来の豆類の使われ方（多い順）
・野菜として（主に缶詰）
・煮豆等のおかずとして
・スナック菓子
・副菜、パスタと一緒に
・スープ
・代用肉
・ペースト
・ベーカリー
・シリアル など

〇 米国における新しい豆の使われ方
－大豆を含む新しい製品（多い順）－
・豆類の粉末 万トン
・大豆の粉末 万トン
・大豆蛋白（単体） 万トン
・大豆蛋白（複合） 万トン
・えんどう蛋白 万トン

＊豆の粉末に関しては、脂質が低く蛋白分が豊富であり、さらにアレルゲン物質を含
まないという観点から今後使用量が拡大傾向にある。
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99 月月 1122 日日（（火火））
１１ ゲゲルルフフ大大学学

訪問場所
訪問時間 ～
先方対応者 氏（ ）ほか
概要
冒頭、 教授から、ゲルフ大学におい

て取り組んでいる小豆の育種研究の概要に
ついて説明があった。オンタリオ州におけ
るいんげんの単収は約 となって
おり、ここ 年で倍増したが、そこには品
種改良に対するゲルフ大学の努力の結果で
あった。
① 育種目標

高品質小豆の育種を加速化させるた
めの主な目標は以下のとおり。
・ 現在、栽培されている品種（エリモ）と比較してより大粒の品種育成
・ 褐斑細菌病及びダイズシストセンチュウ抵抗性の強化
・ 小豆系統選抜で用いるマーカーの開発

② 系統選抜のこれまでの経緯
ゲルフ大学における小豆の系統選抜は

エリモ、 （中国原産品種）および
（カナダで開発されたオンタリオ

向け品種？）を育種母本として 年
から開始され、これまで まで選抜を
進めている。 及び はゲルフ大学、

及び はプエルト・リコにおいて累
代選抜し、 はエローラとウッドスト
ックにおいて収量検定のほか、粒大、粒
の色及び官能試験等に供している。

篠原団長の冒頭挨拶

説明をするポール教授

）北米における現状（豆類の使われ方）
以下は参考情報としての記録にとどめる。

〇 従来の豆類の使われ方（多い順）
・野菜として（主に缶詰）
・煮豆等のおかずとして
・スナック菓子
・副菜、パスタと一緒に
・スープ
・代用肉
・ペースト
・ベーカリー
・シリアル など

〇 米国における新しい豆の使われ方
－大豆を含む新しい製品（多い順）－
・豆類の粉末 万トン
・大豆の粉末 万トン
・大豆蛋白（単体） 万トン
・大豆蛋白（複合） 万トン
・えんどう蛋白 万トン

＊豆の粉末に関しては、脂質が低く蛋白分が豊富であり、さらにアレルゲン物質を含
まないという観点から今後使用量が拡大傾向にある。
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これまでの百粒粒18g以上となる数系
統を選抜し、収量性及び加工適性の観点
から選抜を進めている。エローラでは、
2019年以降、エリモと CVを比較対象に
収量性に関する検討を開始している。

③ 褐色細菌病については 年から開
始され、現在、抵抗性を示す系統が選抜
されている。またダイズシストセンチュ
ウ抵抗性についてもエリモ同等、または
エリモ以上の抵抗性を示す系統が見つ
かっている。

貯蔵施設の視察

有望な選抜系統
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２２ エエロローーララほほ場場視視察察
訪問時間 ～
概要
ポール教授の先導でエローラ近郊にあるゲルフ大学付属の試験ほ場を訪問した。約

に及ぶ当該ほ場では第５世代にあたる小豆の 系統が栽培されており、まも
なく収穫適期になるとのことであった。

カナダでは小豆はニッチな作物であり、育種や栽培に関する研究がほとんど無いこ
とから、民間からの出資による研究となっており、カナダにおける小豆の作付規模を
勘案すると試験規模も小さい印象を受けた。

知的財産権の問題をクリアにした上で、日本の試験研究機関との間で様々な提携を
行うことにより、小豆の育種や新たな可能性が見いだせるとともに、切磋琢磨、競争
することで両国にとって次の発展に繋がるのではないかと感じた。

エローラの試験ほ場にて

これまでの百粒粒18g以上となる数系
統を選抜し、収量性及び加工適性の観点
から選抜を進めている。エローラでは、
2019年以降、エリモと CVを比較対象に
収量性に関する検討を開始している。

③ 褐色細菌病については 年から開
始され、現在、抵抗性を示す系統が選抜
されている。またダイズシストセンチュ
ウ抵抗性についてもエリモ同等、または
エリモ以上の抵抗性を示す系統が見つ
かっている。

貯蔵施設の視察

有望な選抜系統
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99 月月 1133 日日（（水水））
１１ CChhiippppeewwaa  VVaalllleeyy  BBeeaann

訪問時間 ～
先方対応者 氏（ ）、 氏（ ）、

氏（ ）ほか
概要

（ ）社はダー
クレッドキドニービーン（以下「赤いんげ
ん」）の業界最大のサプライヤーであり、国
内への供給（大手缶詰メーカー等）及び
市場を中心に日本へも乾燥豆の輸出をして
いる。

社長の 氏は、
（ ）世界豆類協会の女性

初の会長を 年～ 年務め、世界の
豆類の生産、消費拡大に尽力されている方
であり、我々の訪問を歓待して頂いた。

年にこの地で畜産農家を始め、その後 氏の両親が赤いんげんの畑作
経営に集中し、娘の 氏とその兄弟、パートナーであるボブ氏とともに世界最
大の赤いんげんの集荷・選別・販売企業へ発展させ、現在では 氏の息子で副
社長の 氏が経営をリー
ドしている。

氏の赤いんげんの市場説明
では、米国産は 年連続で播種面積が減少
しており、背景にはトランプ政権時の に
対する鉄鋼・アルミニウム追加関税に対す
る農産物への報復関税の影響で、 への輸
出が減り、代わりにアルゼンチンが生産量
を増やした結果、米国産の面積は減少した、
その後も主要穀物（大豆やトウモロコシ）の
高騰もあり、播種面積が回復していない。 年米国産は同社の予想では ト
ンの生産量で世界の需給はひっ迫する見通しとのことであった。

今シーズンは干ばつ気味の天候で推移し、平年より 週間程度早い収穫を迎えて

CVB で挨拶をする篠原団長

写真右から Brown 氏、Kwak 氏
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おり、半分以上の収穫は完了した、単収は平
年をやや上回る予想とのことであった。

品質責任者の 氏の説明によれば、
高温乾燥の影響で収穫時の水分値は
（平年 ）程度で、皮切れ率が平年より
高くなることが懸念されるが、品質を厳選
したものを供給したいとのことであった。

同社は豆業界の発展のための新しい技
術の導入や ’s への取組に積極的であり、 副社長からいくつかの事
例が紹介された。

：
と呼ばれる食用豆専用の フィートコンテナを現在 コンテナ長期

契約している、全てのコンテナに、 と湿度、温度センサーが備え付けられ、ト
レサビリティが可能となっている。今後の計画として、生産者も同コンテナに保管
し、貨車にて同社へ搬入することによって、トレサビリティを更に強化するととも
に、トラックでの配送が減ることで、燃料使用の削減にもつなげたいとのことであっ
た。

（持続可能性と社会的責任）：
倫理的かつ持続可能な方法に従った、健康的な製品を提供することに尽力してお

り、そのための努力は幅広い分野で行っている
・ 監査（社会・環境面に配慮した責任ある事業慣行の推進を目指し活動す
る 組織 による監査）

・いんげんの土壌水分と窒素の研究を行っている大学のスポンサー（後述）
・所属団体への社会的支援
・カーボン ニュートラルの目標を設定するための太陽光発電所の設置

以上の取組を通じ、同社は持続可能性と社会的責任の業界リーダーであること
を自負している様子が窺われた。

その後に品質管理室、選別施設、倉庫等を視察した。最新の自動パッキングシス
テムや製品をバーコード管理して、ＰＣからの指示で自動搬出される自動ラックシ
ステム（ 列ｘ４段）が導入されていた。

説明をするWachsmuth 副社長

99 月月 1133 日日（（水水））
１１ CChhiippppeewwaa  VVaalllleeyy  BBeeaann

訪問時間 ～
先方対応者 氏（ ）、 氏（ ）、

氏（ ）ほか
概要

（ ）社はダー
クレッドキドニービーン（以下「赤いんげ
ん」）の業界最大のサプライヤーであり、国
内への供給（大手缶詰メーカー等）及び
市場を中心に日本へも乾燥豆の輸出をして
いる。

社長の 氏は、
（ ）世界豆類協会の女性

初の会長を 年～ 年務め、世界の
豆類の生産、消費拡大に尽力されている方
であり、我々の訪問を歓待して頂いた。

年にこの地で畜産農家を始め、その後 氏の両親が赤いんげんの畑作
経営に集中し、娘の 氏とその兄弟、パートナーであるボブ氏とともに世界最
大の赤いんげんの集荷・選別・販売企業へ発展させ、現在では 氏の息子で副
社長の 氏が経営をリー
ドしている。

氏の赤いんげんの市場説明
では、米国産は 年連続で播種面積が減少
しており、背景にはトランプ政権時の に
対する鉄鋼・アルミニウム追加関税に対す
る農産物への報復関税の影響で、 への輸
出が減り、代わりにアルゼンチンが生産量
を増やした結果、米国産の面積は減少した、
その後も主要穀物（大豆やトウモロコシ）の
高騰もあり、播種面積が回復していない。 年米国産は同社の予想では ト
ンの生産量で世界の需給はひっ迫する見通しとのことであった。

今シーズンは干ばつ気味の天候で推移し、平年より 週間程度早い収穫を迎えて

CVB で挨拶をする篠原団長

写真右から Brown 氏、Kwak 氏
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選別施設の貼り込み口

巨大なサイロ

説明をするチャールズ副社長

選別後の赤いんげん オートメーション化された施設
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２２ メメノノモモニニーー郊郊外外のの赤赤いいんんげげんん作作栽栽培培ほほ場場のの視視察察
訪問時間 ～
先方対応者 氏（農場主）
概要

氏は、 エーカーの農地を所有し、そのうち赤いんげんを例年 か
ら エーカー作付けしている。当日は、 月 日に播種した エーカーのうち
エーカーのほ場を視察した。１週間後にカッティングをした後に 日間畑で乾燥し収
穫予定（ 月 日頃収穫予定）とのことであった。
前作はトウモロコシであり、施肥は尿素窒素を施用する程度で、特段の薬剤撒布は

行っていないということであった。

赤いんげんのほ場 収穫前の赤いんげん

選別施設の貼り込み口

巨大なサイロ

説明をするチャールズ副社長

選別後の赤いんげん オートメーション化された施設
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３３ WWooooddmmaann’’ss  MMaarrkkeett
ウィスコンシン大学へ向かう途中、大規模量販店の に立ち寄り、

同店で販売されている様々な豆製品の価格動向等について調査した。
同店では豆類の缶詰が多数販売されており、内容量 の赤いんげんの缶詰の価

格は、 ～ 米ドル 缶であった。

豆類缶詰の陳列棚 様々な缶詰製品

様々な缶詰製品 様々な缶詰製品
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４４ ウウィィススココンンシシンン大大学学ススタタウウトト分分校校
訪問時間 ～
先方対応者 氏（ ）

（数学、統計学、コンピ
ューター科学専門）

概要
ウィスコンシン大学スタウト分校を訪

問し、スポンサー企業 社から助成を
受けた研究を進めているプログラムにつ
いて 教授から説明
を受けた。
同大学では以下のような研究を行って

いる。
① 赤いんげんの要水量の把握

の赤いんげんが生育するために
必要な要水量と土壌の状態について数
学理論からアプローチする。

② フィールドセンサーの設置
赤いんげんの作付けほ場に、風速、気温、雨量 灌漑水、土壌水分、子葉の状態

等を観測する計測器やカメラを設置してデータの収集作業とデータの相関性を
解析する。

③ 豆の皮切れの検出と分別
高感度センサーカメラを用いて皮切れ状態の検出を行い、機械学習アルゴリズ

ムの構築により、最終的には現在目視に頼っている皮切れの仕分け作業の省力
化・効率化に資する。

説明をする 教授

３３ WWooooddmmaann’’ss  MMaarrkkeett
ウィスコンシン大学へ向かう途中、大規模量販店の に立ち寄り、

同店で販売されている様々な豆製品の価格動向等について調査した。
同店では豆類の缶詰が多数販売されており、内容量 の赤いんげんの缶詰の価

格は、 ～ 米ドル 缶であった。

豆類缶詰の陳列棚 様々な缶詰製品

様々な缶詰製品 様々な缶詰製品
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99 月月 1144 日日（（木木））
１１ CCoolluussaa  PPrroodduuccee  CCoorrppoorraattiioonn

(1)所在地
訪問時間 ～
先方対応者 氏、 氏
概要

年産のベビーライマの収穫数量
は、昨年に比べると増加傾向にありカリ
フォルニア州の予想生産量は ﾄﾝと
なっている。

本年度は５－６月にかけ降雨量が多く
作付けに遅れが生じたため、現在一部で
収穫作業は始まったものの全体的には遅
れが見られる。しかし、恒例になっている
水問題もなく一部の農家を除いて灌漑は
地下水で賄うことができ、品質は非常に良
いとのことであった。

他方、カリフォルニア全体でのトマト
の作付面積は エーカー、それに対
しベビーライマは エーカーでトマ
トの約２％となっている。 のほ場
でも同様でまずトマトの生産数量を決
め、その後残りのほ場でひまわりの種を
栽培するという順位づけがされていた。
本年度の のベビーライマの生産
見込み量は から トン程度で、他
にはブラックアイを栽培している。

価格についてはトマトの価格が上昇
しているため、豆類にも影響が及んでい
るが今後トマト価格が落ち着けば豆類も
安定価格となるとの予測をしていた。

氏から説明を受ける

22 年産のベビーライマ
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選別施設での説明 ウクライナ向けひまわり

99 月月 1144 日日（（木木））
１１ CCoolluussaa  PPrroodduuccee  CCoorrppoorraattiioonn

(1)所在地
訪問時間 ～
先方対応者 氏、 氏
概要

年産のベビーライマの収穫数量
は、昨年に比べると増加傾向にありカリ
フォルニア州の予想生産量は ﾄﾝと
なっている。

本年度は５－６月にかけ降雨量が多く
作付けに遅れが生じたため、現在一部で
収穫作業は始まったものの全体的には遅
れが見られる。しかし、恒例になっている
水問題もなく一部の農家を除いて灌漑は
地下水で賄うことができ、品質は非常に良
いとのことであった。

他方、カリフォルニア全体でのトマト
の作付面積は エーカー、それに対
しベビーライマは エーカーでトマ
トの約２％となっている。 のほ場
でも同様でまずトマトの生産数量を決
め、その後残りのほ場でひまわりの種を
栽培するという順位づけがされていた。
本年度の のベビーライマの生産
見込み量は から トン程度で、他
にはブラックアイを栽培している。

価格についてはトマトの価格が上昇
しているため、豆類にも影響が及んでい
るが今後トマト価格が落ち着けば豆類も
安定価格となるとの予測をしていた。

氏から説明を受ける

22 年産のベビーライマ
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２２ メメリリデディィアアンン郊郊外外ののベベビビーーラライイママ栽栽培培ほほ場場のの視視察察
訪問時間 ～
先方対応者 氏（農場主）
概要

氏は約 エーカーのベビーライマを作付けており、視察したほ場
には数日前にすでに莢付きのベビーライマが刈り倒されていた。水分は十分に低下
しておりいつでも脱穀できる状態とのことであった。今年は生育当初、水不足に悩ま
されたものの、ほ場の近くを流れる水路からポンプで灌水することによって作柄は
平年並み以上になりそうとのことであった。
施肥や農薬撒布に関する日本側の質問に対し、 氏からは特段の輪作を導入

しているわけでなく、 年から 年以上連作しているが、病気等に悩まされると
はなく無農薬栽培を継続している、肥料も特段施用していないが灌水に栄養分が含
まれているせいなのではないかとのコメントがあった。

ベビーライマビーンズほ場にて 脱穀を待つベビーライマビーンズ
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９９月月 1155 日日（（金金））
夕刻、サンフランシスコ市近郊にある ’ において豆類製品に関する価格動

向等について調査を行った。
同店は、有機食品を多く取り扱うなど高級志向が見られたが、豆類製品に関しても

月 日に調査した量販店の Woodman’s Marke と比較して高価格の商品が販売されて
いた。

赤いんげんの缶詰

ひよこまめ（ガルバンゾ－）の缶詰

様々な缶詰製品

ピント豆の缶詰

２２ メメリリデディィアアンン郊郊外外ののベベビビーーラライイママ栽栽培培ほほ場場のの視視察察
訪問時間 ～
先方対応者 氏（農場主）
概要

氏は約 エーカーのベビーライマを作付けており、視察したほ場
には数日前にすでに莢付きのベビーライマが刈り倒されていた。水分は十分に低下
しておりいつでも脱穀できる状態とのことであった。今年は生育当初、水不足に悩ま
されたものの、ほ場の近くを流れる水路からポンプで灌水することによって作柄は
平年並み以上になりそうとのことであった。
施肥や農薬撒布に関する日本側の質問に対し、 氏からは特段の輪作を導入

しているわけでなく、 年から 年以上連作しているが、病気等に悩まされると
はなく無農薬栽培を継続している、肥料も特段施用していないが灌水に栄養分が含
まれているせいなのではないかとのコメントがあった。

ベビーライマビーンズほ場にて 脱穀を待つベビーライマビーンズ
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ⅢⅢ 調調査査をを終終ええてて（（所所感感））

今回の調査は、コロナ禍が一息ついたことから、 年振りに協会として再開したもの
である。実質５日間で か国・ か所の主要な産地を巡るという極めてタイトな日程と
なったが、この調査から浮かび上がってきた事柄を以下のとおりまとめた。
我が国とカナダ・アメリカでは、豆類の輸入国と輸出国という立場の違いはあるもの

の、豆類の需要の開拓と生産の維持が重要課題であることは同様であり、特に需要拡大
に向けたカナダの戦略や開発された技術・情報は、我が国における豆類の需要拡大おい
ても応用し得るものと考えられることから、引き続き、両国の豆類関係者との情報交換
を定期的に行っていくことが重要であると感じた。

１．北米地域における今後の豆類の潜在供給可能性
生産農家
訪問した生産農家からはいずれも豆類生産に対する意欲が感じられた。小豆・い

んげんともに、栽培様式として①化学肥料や農薬をほとんど使用していないこと、
②中耕・培土も実施しないこと等がみられた。これらはいずれも我が国の主産地で
ある北海道においては例のないことであり、気象や土壌条件が異なることに起因し
ているとはいえ、徹底した省力栽培が行われていることが窺われた。
特に、収穫前に枯凋剤を散布し収穫作業を適期実施していることには目を見張ら

せられた。また、作付規模の大きな違いから我が国ではほとんど見ることができな
い大型農業機械を駆使していることにも驚かされた。
その一方で、近年の気候変動が北米地域の豆類産地にも少なからず影響を及ぼし

ていることが示唆された。昨年は総じて高温で推移し、生長は前進、その一方で季
節外れの降雨や干ばつに遭遇した産地があった。
また、他作物との作付の競合も顕在化していた。その要因の一つとして、ウクラ

イナに対するロシアの突然の侵攻に伴う穀物市場への影響が挙げられるが、豆類は
とうもろこし、小麦やトマトなど他作物と比較して多くの労力を要することから嫌
われる傾向があることが分かった。また、同じ豆類の中でも雑草の害に悩まされる
ことのない遺伝子組換え大豆が農家に選択される傾向が強くなっていることが実
感できた。
こうした中、今回面談した生産農家の豆類生産に対するポジティブな反応の要因

には、後述するヘンセル社や のような流通事業者の生産者に対する働きかけ
や試験研究機関における下支えが大きく寄与しているものと推察された。
いずれにしても、今回の調査を通じて、北米地域における日本向けの豆類生産は

ここ数年で大きく上向くことは期待できないものの、横ばいまたは微減で推移する
のではないかと考えられた。
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流通事業者の貢献
我が国に対する豆類の安定供給にはヘンセル社など流通業者の果たす役割が大

きい。これらの業者は大型で近代的な選別・貯蔵施設を保有しており、これらのイ
ンフラをバックに生産者に対する豆類生産の動機付けを担うと同時に、我が国のバ
イヤーに対しても安定供給に関するシグナルを送り続けているものと考えられる。
また、後述するように同地域においては決してメジャーな作物・商品にはなり得

ない豆類に関する試験研究に民間企業が支援を行っていることも特筆に値する。
試験研究の現状
ゲルフ大学では、いんげんのみならず、小豆の品種開発についても精力的に進め

られていた。ほかの作物よりも手間がかかるというハンディキャップを克服するた
めに直立性の高い形質を導入していることは我が国においても学ぶべきことであ
ると考えられた。また、系統選抜において、プエルト・リコに種子を運んで選抜・
増殖を行っていたが、年間平均気温等がカナダとは大きく異なる土地でそれを行う
意義について詳しく質しておくべきであったと考えている。
また、ウィスコンシン大学では、赤いんげんに関し基礎的研究から実用的な研究

が幅広く行われていた。これは赤いんげん自体がマイナーな作物たる所以であり、
データや研究論文がほとんどないことによるものであると推察された。

今回調査した大学の研究機関の研究は、いずれも流通事業者からの資金援助を
受けて行われているものであり、国内の豆類市場のみならず、世界市場を意識した
地道な研究が進められているものと考えられた。
以上を俯瞰・総括すれば、カナダ・アメリカからの我が国向け豆類の供給について

は大きな懸念はなく、生産・流通・試験研究の三位一体の活動により今後も潜在的に
は我が国にとって重要なサプライヤーの地位を維持し続けるものと考えられた。

２．消費拡大に対するパルス・カナダの取組
パルス・カナダは、カナダ産豆類の流通の効率化と消費の拡大を進める全国団体で

ある。なかでも消費の拡大については、国内消費の拡大から輸出に至るまで幅広い活
動を展開している。国内消費の喚起については、まずターゲットを定め、それを実現
するための多様化戦略を策定し、 発信、新たな利用法や商品の開発など多方面
にわたり幅広いキャンペーン活動を実施している。
当協会においても、国内消費を喚起するため、これまで従来の用途である和菓子等

での使用拡大よりむしろ、一般家庭における使用拡大に重点をおいて様々な事業を
実施してきているところであるが、その効果は十分出ているとは言い難い状況にあ
る。
今回の調査を通じ、消費拡大に関する事業を体系化して、より効果の高い事業に重

点化していくことが肝要であると感じた。

ⅢⅢ 調調査査をを終終ええてて（（所所感感））

今回の調査は、コロナ禍が一息ついたことから、 年振りに協会として再開したもの
である。実質５日間で か国・ か所の主要な産地を巡るという極めてタイトな日程と
なったが、この調査から浮かび上がってきた事柄を以下のとおりまとめた。
我が国とカナダ・アメリカでは、豆類の輸入国と輸出国という立場の違いはあるもの

の、豆類の需要の開拓と生産の維持が重要課題であることは同様であり、特に需要拡大
に向けたカナダの戦略や開発された技術・情報は、我が国における豆類の需要拡大おい
ても応用し得るものと考えられることから、引き続き、両国の豆類関係者との情報交換
を定期的に行っていくことが重要であると感じた。

１．北米地域における今後の豆類の潜在供給可能性
生産農家
訪問した生産農家からはいずれも豆類生産に対する意欲が感じられた。小豆・い

んげんともに、栽培様式として①化学肥料や農薬をほとんど使用していないこと、
②中耕・培土も実施しないこと等がみられた。これらはいずれも我が国の主産地で
ある北海道においては例のないことであり、気象や土壌条件が異なることに起因し
ているとはいえ、徹底した省力栽培が行われていることが窺われた。
特に、収穫前に枯凋剤を散布し収穫作業を適期実施していることには目を見張ら

せられた。また、作付規模の大きな違いから我が国ではほとんど見ることができな
い大型農業機械を駆使していることにも驚かされた。
その一方で、近年の気候変動が北米地域の豆類産地にも少なからず影響を及ぼし

ていることが示唆された。昨年は総じて高温で推移し、生長は前進、その一方で季
節外れの降雨や干ばつに遭遇した産地があった。
また、他作物との作付の競合も顕在化していた。その要因の一つとして、ウクラ

イナに対するロシアの突然の侵攻に伴う穀物市場への影響が挙げられるが、豆類は
とうもろこし、小麦やトマトなど他作物と比較して多くの労力を要することから嫌
われる傾向があることが分かった。また、同じ豆類の中でも雑草の害に悩まされる
ことのない遺伝子組換え大豆が農家に選択される傾向が強くなっていることが実
感できた。
こうした中、今回面談した生産農家の豆類生産に対するポジティブな反応の要因

には、後述するヘンセル社や のような流通事業者の生産者に対する働きかけ
や試験研究機関における下支えが大きく寄与しているものと推察された。
いずれにしても、今回の調査を通じて、北米地域における日本向けの豆類生産は

ここ数年で大きく上向くことは期待できないものの、横ばいまたは微減で推移する
のではないかと考えられた。
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Business overview
Focus on dry edible beans
September 2023

Management Structure

Board of Directors
All growers

Brad Chandler
CEO

Brad Grabham
Food Products 

Division

Jason McNaughton
Food Products 

Marketing Manager

Chris Cronin
Edible Bean 

Marketer

Grain Marketing & 
Energy Crop Services Animal Nutrition Hensall Global 

Logistics

CFO
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Hensall Co-op Highlights

8th Largest non-financial co-operative in Canada
Founded in 1937 (86th year)
Owned by 6000+ farmer members
10 Directors -- all growers
Annual sales CAD $1.1 billion (FY2022)
Approximately 600 full and part time employees 
with seasonal variation
Diversified agri-business
Proud to be farmer owned

Our Core Businesses

Food Products Division
Hensall Global Logistics
Crop Services
Grain and Ingredient Marketing
Energy
Animal Nutrition
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Hensall Location (Ontario)

Automation at Hensall

Automated packaging, toting and palletizing system
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Automation at Hensall

Auto guided lift trucks

Hensall Warehousing and Shipping
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Hensall South (Ontario)

Exeter Warehouse (Ontario)
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Mitchell Location (Ontario)

Bloom Location (Manitoba)
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Bloom Location (Manitoba)

Rignold Receiving (Manitoba)
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Miami Receiving (Manitoba)

Food Products Division

Dry bean origination programs in the major 
production regions
We contract over 200,000 acres of dry edible 
beans and identity preserved non-GMO 
soybeans annually
Hensall Co-op ship up to 80 food grade loads 
daily
Global marketing  ship to 40+ countries
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Dry Bean Market Classes

Azuki Black Cranberry Dark Red 
Kidney

Light Red 
Kidney White Kidney

Great Northern Otebo Pinto Small red Navy

Hensall Growers

Farmer owned  well over 2000 
active growers

Committed to Hensall Co-op and 
our customers

Quality Assurance Program  we 
manage contracts and origination 
programs to monitor seed, 
pesticides, fertility practices and 
harvesting recommendations  with 
supporting documents

Hensall employs several field 
marketers who work directly with 
growers on crop production plans 
including fertilizer, seed and crop 
protection products
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Japan #1 Export Market

Started azuki business together in 1990s

standards

Long relationships based on stability and trust

Counting azuki, otebo and IP non-GMO soybeans, 
Japan is Hensall Co-

Quality Assurance

Traceability  from seed to final shipment

Safe Quality Food (SQF) Level 3

Global Food Safety Initiative (GFSI) recognized

Canadian Identity Preserved Recognition System and 
Hazard Analysis and Critical Control Point program 
(CIPRS+HACCP)

Canadian Grain Commission program  GFSI 
technical equivalence
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Hensall Co-

One of the largest dry bean originators in North America

Stable supply

Quality and traceability

Quality exceeds industry standards

Control back to grower  quality starts in the field

Supply chain partner

Service and reliability
Experience
Hensall Global Logistics
Longstanding relationships with end users

Proven track record over many years

Commitment to Japanese Market

Food safety and traceability

Dedicated azuki plant

Seed production  closed loop system

Investment in azuki breeding program for long term 
stability
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Crop update

September 2023

2023 Contracting Environment

GMO soybeans, corn and wheat remain 
profitable options for growers

Interest rates

Production and insurance costs for growers
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Azuki Beans
Growing season summary

Generally good weather for planting
Crop was planted on time

Above normal rainfall in July and August
Some fields impacted by wet conditions

Latest conditions
Crops are maturing
Weed control is fair
Higher disease pressure due to wet field conditions
First fields will be harvested in 1-2 weeks

Ontario Azuki Beans Poor Fair Good Excellent

This report 4 18 54 24

Previous report 2 19 56 23

Last year 1 5 85 9

Ontario Otebo Beans
Growing season summary

Generally good weather for planting
Some growers who waited for a rain were rewarded

Above normal rainfall in July and August
Some fields impacted by wet conditions

Latest conditions
Crop stage filling pods to maturing
Weed control is adequate
Some root rot reported
We expect a good crop in Ontario

Ontario Otebo Beans Poor Fair Good Excellent

This report 5 13 59 23

Previous report 3 12 64 21

Last year 5 13 75 7
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Western Otebo Beans
Growing season summary

Generally good weather for planting
Rainfall below normal for most of the growing area

Dry land production still looks good
No concern for irrigated production

Latest conditions
Crop stage maturing to harvested
Weed control is adequate
No major insect or disease pressure
Will enter volume harvest in 1-2 weeks

Western Otebo Beans Poor Fair Good Excellent

This report 0 7 93 0

Previous report 0 3 26 71

Last year 0 0 70 30

Thank you!
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Tom 
Smith Lyndsay Schram

Tom Smith,  Lyndsay Schram  

CV Erimo Gemco

F5s and advanced 
generations field 
trialed 
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8

Seed from F5 
headrows grown 
in Elora in 2018 of 
plants selected 
from F4s in Puerto 
Rico
Preliminary and 
Advanced yield 
trials grown at 
Woodstock and 
Elora in 2019 - 
2023
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11

Seed from F5 
headrows grown 
in Elora in 2018 of 
plants selected 
from F4s in Puerto 
Rico
Preliminary and 
Advanced yield 
trials grown at 
Woodstock and 
Elora in 2019 - 
2023

11

Seed from F5 
headrows grown 
in Elora in 2018 
of plants selected 
from F4s in 
Puerto Rico
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Erimo CV1

Adzuki Lines in Elora, Advanced Yield 
Trial, Aug 28, 2019 

A18HR235-LX A18HR064-LX
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28

JVaC-63 NATSUAZUKI (WAKAYAMA)

JVaC-66 AZUKI (TOKUSHIMA

JVaC-74 SHIROAZUKI (OITA)

JVaW-10 CED98001 (YAMANASHI)
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Plant architecture  Main stem height 

Field comparison of the main stem height of adzuki at Elora (Left, July 22,
2018) andWoodstock (Right, July 24, 2018) (C. Lee MSc thesis).

Trait Location Population 
Mean

Range Erimo CV

Main stem height 
(cm)

ELR 42.23 24.50 67.00 38.6 40.8 

WDTSK 52.78 28.69 90.84 47.25 48.93

Population means and ranges and parent means of the main 
stem heights of RIL plants at Elora and Woodstock

Genotyping by Sequencing (GBS) 
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Location
Trait 
Name ID Chromosome

Physical 
Position 

(bp)z LOD

Percent 
Variation 
Explained 
(PVE) (%)

Flanking markers
Left Right

El
or

a

Seed 
width

qSDWDTH-2-
1 2 2738845 3.62 23.93

Marker 19 Marker 181

a*
qLABRED-10-

1 10 8333143 9.66 52.79

Marker 
201

Marker 220 

b*
qLABYLLW-

10-1 10 22087417 8.49 40.49

Marker 
220

Marker 221

W
oo

ds
to

ck

Seed 
width

qSDWDTH-4-
1 4 28991317 4.83 19.78

Marker 86 Marker 84

Seed 
width 

qSDWDTH-3-
1 3 35540171 4.19 18.29

Marker 76 Marker 77

100 
sdwt

q100SDWT-
3-1 3 35540171 3.65 23.71

Marker 76 Marker 77

Main 
stem

qMNSTMHT-
11-1 11 5827631 3.87 22.83

Marker 
226

Marker 83

a*
qLABRED-10-

1 10 8333143 6.98 38.07

Marker 
201

Marker 220

b*
qLABYLLW-

10-1 10 22087417 6.46 35.74

Marker 
201

Marker 220

SNP Markers associated with Traits in F3s
Seed width
Seed colour a*

Threshold at 3.5
Seed colour b*

100 seed weight

Marker positions

Mainstem

Bacterial Brown Spot (BBS) disease
caused by Pseudomonas syringae 
pv. syringae

Isolates obtained from 
Harrow Research and 
Development Centre 
(Owen Wally)
Screened parents and  
F3:F5 recombinant inbred 
lines (RILs) for segregation 
of resistance to BBS

Plate of P. syringae pv. 
Syringae from Agriculture 
and Agri-Food Canada. 
Harrow Research Centre
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Pop Chips
Potato, Chickpea Flour, Navy Bean 
Flour, Cassava Starch, Beetroot, 
Spinach Powder, Pumpkin Powder, Pea 
Fibre, Tomato Powder

Sun Chips
Corn, Black Bean Flour, 
Rice Flour

Black Bean Veggie Chips
Brown Rice, Black Bean Flour, 
Chickpea Flour, Pea Fibre

Pringles Chips
Corn, Potato (Black Bean Flour, 
used in flavour blend)

Bean penetration in snacks category

Dream Pretzels
(Israel, $3.01 USD/150g)
Contains Wheat Flour, White 
Bean Flour, Red Lentil Flour, 
pea protein
52% legumes; 9g protein; 5g 
fibre

Fruit, Nut & Seed Bar
Contains peanuts, pumpkin seeds & pinto bean flakes
Company: Amazon (USA, $4.95 USD/5 bars)
7g protein, 1g fibre/40g serving
Claims: Gluten free, all natural ingredients
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MENOMONIE, WI   USA

2023
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 15

Being in a landlocked region of the country that doesn’t use any marine products in our processing, means 
our impact on this goal is minimal, but we do what we can. We perform an annual well monitoring check to 
safeguard our local aquifer and have a natural septic waste treatment field.

Chippewa Valley Bean chooses its marine freight companies based on who provides the most e�icient 
service based on route and fuel impacts.

 
1858

SDG16

 16
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サステナビリティ・レポート  /  9  

UNDP
 HTTPS://WWW.UNDP.ORG/SUSTAINABLE-DEVELOPMENT-

GOALS 

  17

FAO WFP

GPC SEDEX
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10 /  SUSTAINABILITY REPORT

WWW.CVBEAN.COM

CHARLESWACHSMUTH@CVBEAN.COM
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COLUSA PRODUCE CORPORATION 
& 

WALLACE BROTHERS

CORPORATE RESUME

COLUSA PRODUCE CORPORATION (a California S-Corporation)
Established December 1989
Owners:  Jim Wallace, Joe Wallace
Business:  Dry Edible Beans & Hybrid Sunflower Seeds 
                   Processing, Storage, Domestic & Export
Annual Revenue:  $6,000,000+

WALLACE BROTHERS (a California General Partnership)
Established January 2007 
Principals: Jim Wallace, Joe Wallace
Business:  Row-crop farming— 7,000+ acres in Sutter County, Colusa County and Yolo County

    Dry Beans, Processing Tomatoes, Hybrid Sunflower and Vegetable Seeds
Annual Revenue:  $25,000,000+ 

Contact: 1954 PROGRESS ROAD
  MERIDIAN CA, 95957
  PHONE 530-696-0121 
  FAX 530-696-0119
  Jim Wallace: jimwallace@ecolusa.com, 530-218-1396 Mb

Joe Wallace: joewallace@ecolusa.com, 530-713-3251 Mb
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Colusa Produce Corporation & Wallace Brothers 
Corporate Resume 
November 2016 
Page 2 of 3 
 ---------------------------------------------------------------- 
 
PRINCIPAL:  Joe Wallace 
Joe Wallace and his wife Jan live in the Tierra Buena neighborhood of Yuba City, California. They have 
two adult children and three grandchildren.  Joe graduated UC Santa Barbara in 1985 with a BS degree in 
Accounting and Computer Science.  After graduation he worked in the San Francisco office of Arthur 
Andersen & Co in the Management Consulting Services division.  He later transferred to the Accounting 
and Audit practice in their Sacramento office where he specialized in the Banking and Ag sectors.  He 
earned his CPA while working as a public accountant for Andersen and is today a member of the 
American Institute and California Society of CPA’s.  He left Andersen in 1992 as a senior manager.  Joe 
joined Colusa Produce in 1992.  Joe is a past president of the California Bean Shippers Association, a past 
board member of the California Dry Bean Advisory Board and a past board member of the National Dry 
Bean Council and its executive Board.  During the 1990’s and 2000’s, Joe traveled extensively with the 
National Board’s promotional council while developing our domestic and international bean business.  
Joe has represented the national bean industry and Colusa Produce Corporation on trade missions 
traveling to Argentina, Brazil, Venezuela, Peru, Panama, Costa Rica, Cuba, Italy, Mexico, Canada and all 
of the bean growing regions of the US.  Today, Joe’s primary responsibilities include financial 
management for Colusa Produce and Wallace Brothers and the development of our interests in farming 
especially dry edible beans, tomatoes and sunflower.   
 
PRINCIPAL:  Jim Wallace 
Jim Wallace and his wife Andrea live in Sutter, California.  They have three adult children, and five 
grandchildren.  Jim graduated from UC Davis in 1985 with a degree in Agricultural Engineering.  Jim 
worked for Campbell’s Soup in Sacramento and for Christopher Ranch in Gilroy before he started Colusa 
Produce in 1989.  Today Jim has primary responsibility for the plant operations of Colusa Produce and 
for managing our primary customer accounts.  Jim is a member of the California Dry Bean Advisory 
Board, and a member of the California Baby Lima Council.  He regularly spends time working on water 
issues in the North State.  Jim has served on the Board of Directors at Colusa Drain Mutual Water 
Company (CDMWC) since 2003 and currently serves as Board President.  CDMWC is a private mutual 
water company that includes 46,000 acres located on both sides of the 2047 Drain Canal stretching from 
the southern part of Glenn County, through the central part of Colusa County and into the middle part 
of Yolo County in the Yolo Bypass.  Jim also serves on the Board of Directors for Reclamation District 479 
in Colusa County and Reclamation District 1660 in Sutter County.  Jim’s primary responsibilities at 
Wallace Brothers include the management of our full and part-time staff of more than 85 employees.  In 
addition, he is responsible for the engineering and installation of our irrigation systems and the 
development of our lease portfolio.  Since 2009, Jim and his staff have installed more than 30 drip 
irrigation systems covering more than 7000 acres of prime farmland in Colusa and Sutter counties.  
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Colusa Produce Corporation & Wallace Brothers 
Corporate Resume 
November 2016 
Page 3 of 3 
 ---------------------------------------------------------------- 
 
 
 
 
COLUSA PRODUCE: 
Colusa Produce is a dry bean warehouse, processor, marketer, and shipper of dry edible beans handling 
primarily baby lima beans, blackeye beans and kidney beans.   We serve the domestic canning and 
packaging industries and the export market.  Domestic canning customers include Pictsweet Frozen 
Foods, Hanover Foods, Fairbault Foods, Teesdale Quality Foods, and McCall Farms.  Packaging 
customers include Morrison Farms, Kelley Bean, Hayes Foods, Aileen Quirk and Sons, and Trinidad 
Benham.  We also handle and process USDA and CCOF certified organics.  Organic customers include 
Multiple Organics, Hain Celestial, Eden Foods, and Amy’s Kitchen.   Our primary export market is Japan 
where we are a primary supplier of baby lima beans to the Japanese paste industry.  We work directly 
with several of the primary importing companies in Japan.  Locally, we supply warehouse and milling 
services to a number of customers.   We provide seed processing services to many sunflower seed 
companies, including Eureka Seeds, Limagrain, Sunfield Seeds, Syngenta, Mycogen, and Dow.  Our other 
seed service customers include Nunhems, Bonanza Seed, Adams Grain, Seeds by Design, and Griffen 
Seeds.   
 
WALLACE BROTHERS: 
In 2007 we started Wallace Brothers, a farming company.  In 2023, Wallace Brothers farmed 
approximately 7000 acres of owned and leased properties.  While we have spent most of our careers 
working on Colusa Produce, farming is our real passion, and we have had some success at Wallace 
Brothers pursuing this passion.  Our primary crop is processing tomatoes.  This year (2023) we will 
produce processing tomatoes on more than 5600 acres (about 250,000 tons).  We are a primary supplier 
of processing tomatoes to Morningstar Packing Company, Heinz and Stanislaus Food Products.   We are 
licensed and registered with the California Department of Food & Agriculture (CDFA) as an Organic 
Producer and certified by California Certified Organic Farmers (CCOF).   In addition to processing 
tomatoes, we produce dry edible beans and bean seed, hybrid sunflower seed and other hybrid 
vegetable seed.  Virtually all of our production is on drip irrigation.  We do all of our own system 
development and installation.  Our farming operation is young by comparison to most of our 
competitors.  We have new or near new equipment.  We are experts at Global Positioning Systems (GPS) 
and drip irrigation technologies.  We have excellent capability for mobility, and our crews are very 
comfortable moving our machinery quickly and safely anywhere within Colusa, and Sutter counties.  Our 
basic farm strategy includes soil stewardship and sustainability.  We employ best practices in all aspects 
of our farming business from employee development and retention to integrated pest management in 
the field.    

Colusa Produce Corporation & Wallace Brothers 
Corporate Resume 
November 2016 
Page 2 of 3 
 ---------------------------------------------------------------- 
 
PRINCIPAL:  Joe Wallace 
Joe Wallace and his wife Jan live in the Tierra Buena neighborhood of Yuba City, California. They have 
two adult children and three grandchildren.  Joe graduated UC Santa Barbara in 1985 with a BS degree in 
Accounting and Computer Science.  After graduation he worked in the San Francisco office of Arthur 
Andersen & Co in the Management Consulting Services division.  He later transferred to the Accounting 
and Audit practice in their Sacramento office where he specialized in the Banking and Ag sectors.  He 
earned his CPA while working as a public accountant for Andersen and is today a member of the 
American Institute and California Society of CPA’s.  He left Andersen in 1992 as a senior manager.  Joe 
joined Colusa Produce in 1992.  Joe is a past president of the California Bean Shippers Association, a past 
board member of the California Dry Bean Advisory Board and a past board member of the National Dry 
Bean Council and its executive Board.  During the 1990’s and 2000’s, Joe traveled extensively with the 
National Board’s promotional council while developing our domestic and international bean business.  
Joe has represented the national bean industry and Colusa Produce Corporation on trade missions 
traveling to Argentina, Brazil, Venezuela, Peru, Panama, Costa Rica, Cuba, Italy, Mexico, Canada and all 
of the bean growing regions of the US.  Today, Joe’s primary responsibilities include financial 
management for Colusa Produce and Wallace Brothers and the development of our interests in farming 
especially dry edible beans, tomatoes and sunflower.   
 
PRINCIPAL:  Jim Wallace 
Jim Wallace and his wife Andrea live in Sutter, California.  They have three adult children, and five 
grandchildren.  Jim graduated from UC Davis in 1985 with a degree in Agricultural Engineering.  Jim 
worked for Campbell’s Soup in Sacramento and for Christopher Ranch in Gilroy before he started Colusa 
Produce in 1989.  Today Jim has primary responsibility for the plant operations of Colusa Produce and 
for managing our primary customer accounts.  Jim is a member of the California Dry Bean Advisory 
Board, and a member of the California Baby Lima Council.  He regularly spends time working on water 
issues in the North State.  Jim has served on the Board of Directors at Colusa Drain Mutual Water 
Company (CDMWC) since 2003 and currently serves as Board President.  CDMWC is a private mutual 
water company that includes 46,000 acres located on both sides of the 2047 Drain Canal stretching from 
the southern part of Glenn County, through the central part of Colusa County and into the middle part 
of Yolo County in the Yolo Bypass.  Jim also serves on the Board of Directors for Reclamation District 479 
in Colusa County and Reclamation District 1660 in Sutter County.  Jim’s primary responsibilities at 
Wallace Brothers include the management of our full and part-time staff of more than 85 employees.  In 
addition, he is responsible for the engineering and installation of our irrigation systems and the 
development of our lease portfolio.  Since 2009, Jim and his staff have installed more than 30 drip 
irrigation systems covering more than 7000 acres of prime farmland in Colusa and Sutter counties.  
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